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宋時代の禅告の一つで，牛と牧人とを州iいた

10枚の絵と短い文によって，修行と悟りの過

程を示す。本苫は，南北朝初期の五山版で，

筆致が粉鰍な！坂本である。
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く大学の動き＞

日本語・日本文化研修留．学生について

昭和57年度から，本学では「日本語 ・日本文化

研修留学生制度」（『京大広報』他240参照）によ

る留学生を受け入れているが，平成5年度は13か

国から18名を留学生センターで受け入れることに

なり， 10月13日（水）芝閥会館において万波留学

生センター長はじめ関係教職員の出席のもとに開

講式が行われた。

また，平成4年度の留学生17名に対する修了式

が9月10日（金）京大会館において開催され，修

了証明書が授与された。

本年度の研修の概要は，次のとおりである。

日本語・日本文化研修留学生に対する教育課程，

授業計画及び授業時間数
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部局長の交替等

原子エネルギー研究所長

高橋幹二原子エネルギー研究所教授（原子炉保

安工学研究部門担当）が11月 1日原子エネルギー

研究所長に再任された。任期は平成 7年3月31日

までである。

時前哨”加，，h肋，川崎骨”O勿伸戸崎.，，，，，，勾.，，，n吻W，，必勾，，，~

く部局の動き〉

数理解析研究所創立30周年

記念式典・祝賀会

本年度に創立30周年を迎えた数理解析研究所

は， IO月18日（月）午前11時から，京大会館にお

いて記念式典を催した。

式典では，初めに荒木不二洋所長が「数理科学

のセンターオブェクセレンスとして，国際的に最

高の研究水準を保ちつつ，研究の機動性と独創性

を高め，飛躍的発展を実現していきたし、」と挨拶

を行い，つづいて，赤松良子文部大臣（代理 問

中壮一郎研究機関課長），井村裕夫京都大学総長，

佐藤文隆京都大学大学院理学研究科長，山口昌哉

日本学術会議数学研究連絡委員会委員長，岡本道

雄国際高等研究所長の祝辞があった。

式典終了後，祝賀会が催され，赤池弘次統計数

理研究所長，菅原寛孝高エネノレギ一物理学研究所
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長，長岡洋介京都大学基礎物理学研究所長の祝辞

のあと，西島安則京都大学名誉教授の発声で乾

杯，全国各地から出席した 130名の関係者が，な

ごやかに歓談した。

この日，近E泰次郎円本学術会議会長，沢田敏男

日本学術振興会会長，山崎敏光文部省所轄並びに

国立大学附置研究所長会議会長ほか多数の祝電が

寄せられた。

なお，同日創立30周年記念事業として記念講演

会が開催され，数理解析研究所大講演室において

次の講演が行われた。

14: 00～15・00

「表現論の代数解析」

京都大学数理解析研究所教J受 相原正樹

15 : 15～16 . 15 

「応用数理とコンビュータ」

東京大学工学部教授森正武

（数理解析研究所）

く資料〉

人事院勧告の取扱いに関する

国立大学協会の要望書

このたび国立大学協会会長から．人事院勧告の

取扱いに関し，以下のとおり文部大臣，大蔵大臣

及間総務庁長官宛に要望書を提出し，その趣旨に

則り配慮方を要望した旨報告があった。

平成 5年 9月27日

間立大学協会会長

吉川弘之

人事院勧告の取り扱いに関する要望書

人事院による国家公務員の給与勧告が，労働:Jili

本権制約の代償措置として，また国家公務員の給

与水準を適正に維持する制度として定着し，公務

の能率的運営と公務員労使関係の健全性の実現に

大きく寄与していることは周知の事実でありま

す。

この数年間は，関係者の努力により，勧告どお

り給与の改定が行われ，これにより各力学におい

ても職員の勤務意欲の向上や，労使の信頼関係の

保持等の点で好ましい影響がもたらされておりま

す。

もとより，当同校大学協会は，同の財政が極め

て厳しい状況におかれていることも十分に承知し

ているところであり，各大学においては，過去数

次にわたる厳しい定員削減の中で行政経費の節減

．抑制について不断の努力を重ねております。

現在，国立大学においては，高等教育及び学術

研究の高度化の積極的推進が最重要課題とされて

おり，またこれが国民的期待でもあると考えま

す。しかしながら，同立大学における教育研究環

境としての研究費，施設設備，教員の給与水準に

ついては危機的状況にあり，上記の課題に積極的

に取り組むためには，大学教職員の適切な処遇を

確保することが必要不可欠であります。このこと

がひいては優秀な人材を確保し，将来にわたる我

が国の高等教育及び学術研究の進展に寄与するも

のと確信いたします。

上記の理由により，国立大学協会は，人事院勧

告が，早期完全実施されることを強く要望する次

第であります。
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また，平成4年度からは新たに設けられた全学共

通科目の一部として，スポーツ医 ・科学に関する

授業（講義）の提供も行っている。学生が体育活

動に親しむことは，精神や肉体のパランスを健全

な状態に保つうえで極めて重要なことと考えられ

ている。そこで，平成3年 7月に大学設置基準が

改定され，大学における正課体育が本学において

も一部学部を除いて選択制となったことを考慮

すると，本センターが担う役割は今後増々重要な

No. 455 

く紹介〉

体 育指導センター

体育指滋センタ ーは学生の体育活動の指導 ・助

言及び竿生の体育指導に関する専門的業務を行う

ための施設として，昭和47年 5月 1日国立学校設

置法施行規則の改正により設置された。開設以

来，本センターでは，一般学生や運動部学生（時

には教職員）を対象に，体力測定，運動処方の作

成，各種トレーニングの現場指導，資料や文献の

紹介，その他健康増進や競技力向上のために必要

な知識や実技に関する指導や助言を行っている。
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長大挙上可能重量のそれぞれ40%,60%, 80%の重量のパーベノレ

両手で各5回挙上したときの耳介部血圧波形の変化の様子

-622ー



京 大広 報 1993. 11. 1 

実験風景 パーベJレ挙上中耳介部動脈での血圧変動の測定

ポーツ科学，健康科学の研究とに大別することが

出来る。その内容は，体育活動に関するデータ ベ

ースの開発，運動処方マニュ アノレの作成，運動制

御jに関わる筋や神経の電気生理学的研究，そして

運動中の非観血的連続血圧測定による循環機能に

関する研究が主なものであるが，ここでは最後に

挙げた血圧の研究について少々述べてみたい。

運動中の血圧の動態を知ることはスポーツ医学

の研究上極めて有意義なことであるが，時々刻々

変動する血圧波形を非観血的に正確に浪Jj定するこ

とは極めて困難である。本センターでは昭和52年

以来，元センタ ー長の万井正人教疫（現名誉教授）

を中心に独自に開発した最高血圧連続測定装置を

用いて研究が進められ，これについては『京大広

報』地303(1985. 12. 15）でも紹介した通りであ

る。ところが，この血圧測定装置は，最高血圧の

みしか演I］定出来ない，時定数が大きくて瞬時の血

圧変化には十分に対応出来ないといった欠点があ

り，新しい高精度の測定装置の開発が必要であっ

た。そこで，平成4年，文部省科学研究費の給付

を得て，医学部附属病院放射線部笹山 哲助手と

共同で，米国で開発された手指動脈圧波形計測装

置をベースにして，耳介部の動脈圧波形を非観血

的に連続計測することが可能な装置を作成した。

この装置により，これまで測定困難であった手や

腕の動きを伴う運動や作業中の瞬間的に変動する

血圧波形の動態を正確に把握することが出来るよ

うになり， スポーツ医学や運動生理学，あるいは

人間工学の分野で多くの新しい知見が得られつつ

ある。

（体育指導センタ ー）

.....・・．・...・－．．・・．．・・...・H・.....・H・........・・...・．．・．．・～．．、．． 、...・...・...≪・・

日
鶴 井 明教授

本学工学部教授鶴井明先生は，10月9日

逝去された。享年51。

先生は，昭和40年本学工学部卒業，昭和45年 3

月本学大学院工学研究科博士課程（数理工学専

攻）を単位取得退学後，本学工学部助手，広島大

学工学部講師，同助教授，本学工学部助教授を経

て，平成元年より同教授に就任された。

先生の専門は構造信頼性工学で，特に確率的破

壊力学，金属材料の耐疲労信頼性評価に関する研

究で数多くの業績をあげられた。著書として，

『工業力学』（培風館）がある。

また，先生は学部及び大学院学生の教育 ・研究

指導にも熱心に取り組まれ，多数の優秀な後進を

育成された。

ここに謹んで哀悼の意を表します。

（工学部）
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